
住宅において建築で壁を作り空間を分けると、

家族構成や時代の変化に対応できません。

古建築を大切にするヨーロッパでは一般的ですが、

近年、日本でも『100 年建築』という考え方が浸透しました。

これからの住空間は何世代にも渡り変化し続ける生活様式に対し

柔軟である必要があるのです。

秀光は既存の建築壁を有効活用し、パーツ化された家具で空間を仕切る

『変化に対して変化する住空間』をご提案します。

国内に自社工場を持つ秀光の技術力と創業 70年以上の実績。

家具の世界的トップブランド、ＵＮＩＦＯＲ社との提携による秀光の

『モバイルリノベーション』を是非ご体験ください。


